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はじめに                                 

この度は RODEC PATCH LIVE をご購入いただき、誠に有難うございます。 

本製品の性能を最大限に発揮させ、末永くお使い頂くため、ご使用になる前にこの取扱説

明書を必ずお読みください。尚、本書が保証書となりますので、お読みになった後は大切

に保管してください。 

 

ご使用になる前に取扱説明書をお読みください。 

1. 梱包を開き、破損や欠品がないか確認してください。異常がある場合は販売店に

ご相談ください。 

2. 感電防止の為、使用中は部品に触れないでください。 

3. 水などの液体を本体表面にこぼしたり、本体内部にかけたりしないようご注意く

ださい。 

4. 電源ケーブルは機材への挟み込み等、無理な力が加わらないようご注意ください。 

 

万一、本製品に異常や故障が生じた場合はお手数ですが販売店にご連絡ください。無断で

本体カバーを開けられた場合、保証の対象外となることがあります。 
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各部の名称と機能                                 

トップパネル 

 

1) DJ1 output 1 connector 

デッキ 1 のタイムコード信号が出力されます。プレーヤー1 から Patch Live へ入力された

信号です。一つめのデジタル DJ システム（DJ1）のタイムコード入力へ接続してください。 

 

2) DJ1 output 2 connector 

デッキ 2 のタイムコード信号が出力されます。プレーヤー2 から Patch Live へ入力された

信号です。一つめのデジタル DJ システム（DJ1）のタイムコード入力へ接続してください。 

 

3) DJ1 Mute switch 1 

DJ1 のデッキ 1 のオーディオ信号をミュートします。 

 

4) DJ1 Music input 1 connector 

DJ1 のデッキ 1 のオーディオ信号は、この入力コネクタに接続してください。 

 

5) DJ1 Music input 2 connector 

DJ1 のデッキ 2 のオーディオ信号は、この入力コネクタに接続してください。 

 

6) DJ1 Mute switch 2 

DJ1 のデッキ 2 のオーディオ信号をミュートします。 
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7) DJ2 output 1 connector 

デッキ 1 のタイムコード信号が出力されます。プレーヤー1 から Patch Live へ入力された

信号です。二つめのデジタル DJ システム（DJ2）のタイムコード入力へ接続してください。 

 

8) DJ2 output 2 connector 

デッキ 2 のタイムコード信号が出力されます。プレーヤー2 から Patch Live へ入力された

信号です。二つめのデジタル DJ システム（DJ2）のタイムコード入力へ接続してください。 

 

9) DJ2 Mute switch 1 

DJ2 のデッキ 1 のオーディオ信号をミュートします。 

 

10) DJ2 Music input 1 connector 

DJ2 のデッキ 1 のオーディオ信号は、この入力コネクタに接続してください。 

 

11) DJ2 Music input 2 connector 

DJ2 のデッキ 2 のオーディオ信号は、この入力コネクタに接続してください。 

 

12) DJ2 Mute switch 2 

DJ2 のデッキ 2 のオーディオ信号をミュートします。 

 

13) Aux input connector 

MP3 プレーヤーなどを入力して、DJ ミキサーへ接続することができます。 
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バックパネル 

 
A) Phono or line input 1 
タイムコードプレーヤー1 を接続してください。ターンテーブルまたは CD プレーヤーのど
ちらでも入力可能です。 
 
B) Phono or line thru 1 
(A)に入力されたデッキ 1からの信号を直接出力します。使用するソース（レコードや CD）
に応じて、DJ ミキサーのフォノもしくはライン入力へ接続してください。 
 
C) Line output 1 
(4)または(10)へ入力されたコンピュータからのオーディオ信号が出力されます。DJミキサー
のライン入力に接続してください。 
 
D) Phono or line input 2 
タイムコードプレーヤー2 を接続してください。ターンテーブルまたは CD プレーヤーのど
ちらでも入力可能です。 
 
E) Phono or line thru 2 
(D)に入力されたデッキ 2からの信号を直接出力します。使用するソース（レコードや CD）
に応じて、DJ ミキサーのフォノもしくはライン入力へ接続してください。 
 
F) Line output 2 
(5)または(11)へ入力されたコンピュータからのオーディオ信号が出力されます。DJ ミキサー
のライン入力に接続してください。 
 
G) Aux output connector 
(13)へ入力された MP3 プレーヤーなどの信号を出力します。DJ ミキサーのライン入力へ接
続してください。 
 
H) Ground-terminal 
ターンテーブルのアース線を接続してください。さらにこのグラウンド端子と DJ ミキサー
のグラウンド端子を接続してください。 
 
注意：それぞれの入出力には 1m 以内のケーブルを使用してください。 
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接続例                                                                  

パッチライブを正しくご利用頂くために、以下の手順を確認してください。 

1) Patch Live を使用する DJ システムには、アナログターンテーブルと DJ 用 CD プレー

ヤーのどちらでも接続することができます。アナログターンテーブルを使用する場合、

2台のアナログターンテーブルを[Phono or line input 1(A)]と[Phono or line input 

2(D)]に接続してください。また[Phono or line thru 1 (B)]を DJ ミキサーの Phono

入力へ接続してください。[Phono or line thru 2 (E)]も同様に DJ ミキサーへ接続

してください。 
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DJ用CDプレーヤーを使用する場合、2台のCDプレーヤーを[Phono or line input 1(A)]

と[Phono or line input 2(D)]に接続してください。また[Phono or line thru 1 (B)]

を DJ ミキサーの Line 入力へ接続してください。[Phono or line thru 2 (E)]も同様

に DJ ミキサーへ接続してください。 

 

2) DJ ソフトを操作する際に、アナログターンテーブルと DJ 用 CD プレーヤーの両方が使

用される場合は、Patch Live を 2 台使用することをお勧めします。1台目の Patch Live

の[Phono or line input 1 (A)]と[同 2 (D)]にアナログターンテーブルを接続し、DJ

ミキサーのフォノ入力と[Phono or line thru 1 (B)]と[同 2 (E)]を接続してくださ

い。さらに 2 台目の Patch Live の[Phono or line input 1 (A)]と[同 2 (D)]に CD

プレイヤーを接続して、DJ ミキサーのライン入力と[Phono or line thru 1 (B)]と[同

2 (E)]を接続してください。 
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3) Patch Live の[Line output 1 (C)]と[同 2 (F)]を、DJ ミキサーの 2つのライン入力

へ接続してください。（Patch Live を 2 台使用する場合は、4 つのライン入力へ接続

してください） 

 

4) [DJ1 output 1 (1)]と[DJ1 output 2 (2)]を DJ 用オーディオインターフェースの入

力と接続してください。[DJ 1 input 1 (4)]と[DJ1 input 2 (5)]を DJ 用オーディオ

インターフェースの出力と接続してください。 

 

5) [DJ1 Mute Switch 1 (3)]と[DJ1 Mute switch 2 (6)]を ON の位置にして、DJ ソフト

を起動してください。DJ 用オーディオインターフェースを経由して、DJ ソフトウェ

アに正しくコントロール信号が届き、正しく出力がされるよう設定してください。詳

しくはご利用のDJソフトウェアやDJ用オーディオインターフェースの取扱説明書を

確認してください。 

 

6) この時点において、コントロール信号でDJソフトウェアを使用することができます。 

 

7) 2 人目の DJ は以降の手順に添って Patch Live へ接続してください。 

 

7.1) まず接続を行う前に、[DJ2 Mute switch 1 (9)]と[DJ2 Mute switch 2 (12)]を mute

にの位置に変更してください。 

 

7.2) [DJ2 output 1 (7)]と[DJ2 output 2 (8)]を DJ 用オーディオインターフェースの入

力と接続してください。[DJ2 input 1 (10)]と[DJ2 input 2 (11)]を DJ 用オーディ

オインターフェースの出力と接続してください。また DJ 用オーディオインターフェ

ースをコンピューターと接続してください。 

 

7.3) このすべての接続が終わってから、最初の DJ は再生を終えた片方のチャンネルを終

了することができます。再生を終えたチャンネル(3)または(6)の[DJ1 Mute switch]

を MUTE の位置に変更してください。2人目の DJ はミュートしたチャンネル(9)または

(12)の[DJ2 Mute switch]を ON の位置に変更してください。最初の DJ のトラックが

終了したら、2番目の DJ が次のトラックを再生します。その後、[DJ1 Mute switch](3)

または(6)を MUTE の位置に変更します。同じく[DJ2 Mute switch](9)または(12)を ON

の位置に変更してください。2 人目の DJ に完全に交代が完了しました。 
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7.4) 最後に最初の DJ は DJ 用オーディオインターフェースと Patch Live の接続ケーブル 

を取り外すことができます。 

 

8) DJ2 から DJ1 へ戻る場合も同じように接続を行います。 

 

9) [AUX output (G)]は DJ ミキサーのライン入力に接続してください。MP3 プレイヤーなど

は[AUX input (13)]に接続しミキサーへ送ることができます。 

 

10) Patch Live は DJ ミキサーの後ろに設置することができます。Patch Live は DJ ミキサ

ーとの接続部分が隠れるようにデザインされています。誤ったケーブルの抜き差しを防

止し、DJ ブースをきれいにまとめることが可能です。 

 

11) また Patch Live は 19"または 12.6"に対応する同梱のラック耳によって、DJ ブースへ確

実にネジ留めすることができます。 
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スペック                                                                

0dBm = 0.775V RMS 

 

アナログ入力レベル、アナログ出力レベル、ヘッドルーム、周波数特性、ダイナミックレ

ンジなど全てのスペックは、使用する DJ ミキサーやサウンドカードに依存します。 

 

入力チャンネル左右: >39dB @ 1kHz 
クロストーク 

チャンネル間: >45dB @ 1kHz 

動作温度 -10℃～50℃ 

動作湿度 5%～90% 

フロントパネル：310W×132Dmm 

ボトムボックス：310W×45D×88Hmm 

パネルカットアウト：320W×135Dmm 

梱包箱：390W×215D×136Hmm 

重量：2kg 

寸法 

梱包重量：2.5kg 
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接続例                                                                

 

【内部パネル】 ※各 DJ ソフト共通 

・PHONO or LINE INPUT 1 -ターンテーブル／CD プレーヤー”1” 

・PHONO or LINE THRU 1 - DJ ミキサーの PHONO または LINE 入力 

・SOUNDCARD LINE OUTPUT 1 - DJ ミキサーの LINE 入力 

 

・PHONO or LINE INPUT 2 -ターンテーブル／CD プレーヤー”2” 

・PHONO or LINE THRU 2 - DJ ミキサーの PHONO または LINE 入力 

・SOUNDCARD LINE OUTPUT 2 - DJ ミキサーの LINE 入力 

 

・AUX OUTPUT - DJ ミキサーの LINE 入力 

 

【上部パネル】 ※DJ1 または DJ2 共通 

Serato Scratch Live SL1 

・OUTPUT 1 - INPUTS / LEFT DECK 

・OUTPUT 2 - INPUTS / RIGHT DECK 

・INPUT 1 - OUTPUTS / LEFT DECK / LINE 

・INPUT 2 - OUTPUTS / RIGHT DECK / LINE 

※以下のコネクタは Patch Live と接続しません。 

・OUTPUTS / LEFT DECK / LINE 

・OUTPUTS / RIGHT DECK / LINE 

 

Serato Scratch Live SL3 

・OUTPUT 1 - INPUTS / LEFT DECK 3-4 

・OUTPUT 2 - INPUTS / RIGHT DECK 5-6 

・INPUT 1 - OUTPUTS / LEFT DECK 3-4 

・INPUT 2 - OUTPUTS / RIGHT DECK 5-6 

※ SL3 使用時は Scratch Live ソフトウェアでの thru は使用しないで下さい。 

 

Native Instruments Traktor Scratch Pro/Duo (Audio 8 DJ / Audio 4 DJ) 

※ Traktor Scratch 付属のマルチコアケーブルを使用して下さい。 

 

・OUTPUT 1 - Player TT/CD 

・OUTPUT 2 - Player TT/CD 

・INPUT 1 - Mixer Line In 

・INPUT 2 - Mixer Line In 

※ Audio 8 DJ / Audio 4 DJ との接続は、マルチコアケーブルの表記に従って下さい。 

 

M-Audio conectiv 

・OUTPUT 1 - INPUT A 

・OUTPUT 2 - INPUT B 

・INPUT 1 - OUTPUT A 

・INPUT 2 - OUTPUT B 

※ MIX A また MIX B のノブは一番右の位置（USB-A または USB-B）の位置で使用して下さい。
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